
２ 「日
にちにょ
女御

ご
前
ぜん
御
ご
返
へん
事
じ
」

（御
ご
本
ほんぞん
尊相

そう
貌
みょう
抄
しょう
）

　南無妙法蓮華経とばか

り唱
とな

えて仏
ほとけ

にな
成

るべきこ

と、もっとも大
たいせつ

切なり。

信
しんじん

心の厚
こうはく

薄によるべきな

り。

　仏
ぶっぽう

法の根
こんぽん

本は信
しん

をもっ

て源
みなもと

とす。
　　（御書新版２０８８ページ・御書全集１２４４ページ）

　南無妙法蓮華経とだけ唱え
て、成仏することが最も大
切である。
　ひとえに信心の厚薄によ
るのである。
　仏法の根本は、信をもっ
て源とする。

無限の力
ちから
は自分の心の中に！

　みなさん、こんにちは！　レオです！　２月に
入って寒さがピークだけど、それを吹き飛ばすくら
い朗
ほが
らかに御書を学んでいこう！

　今回学ぶのは「日女御前御返事」です。本抄は、
建治３年（１２７７年）８月、日蓮大聖人が５６歳
の時に、門下の日女御前に与えられたお手紙です。
　日女御前は純

じゅん
粋
すい
な信心を貫

つらぬ
き、大聖人へ感謝を込

めて御
ご く
供養

よう
をお届けしました。その真心へのお返し

として認
したた
められたのが本抄です。

　御文の中で大聖人は、祈る対象となる南無妙法蓮
華経の御本尊について詳しく説

と
かれています。南無

妙法蓮華経と唱えることで仏の生命が開かれるこ
と、仏法は信じることが根

こんぽん
本だと仰

おお
せなのです。

　僕はこの御文を初めて学んだ時、何を信じること
が大事なのか、よく分からなかった。先輩に相談し
てみたら、「自分の心の中にある無限の可能性を信
じて引き出すのがお題目なんだ」と教えてくれて、

改めて題目の素晴らしさを学ぶことができたんだ。
　この御文の前の部分で、御本尊は自分の外に求め
るのではなく、南無妙法蓮華経を唱える私たちの心
の中にあることを示されているよ。
　御本尊に向かって題目を唱える創価学会の信仰は、
自分がもともと持っている力

ちから
を確信することなんだ。

　僕たちも勉強や部活、いろんなことに挑戦してる
けど、うまくいくことばかりじゃないよね。だけど、
苦しい時でも題目を唱えて自分の可能性を信じてい
けば、必ず状

じょうきょう
況を変えていけるはず！

　池田先生は語られています。
　「『信

しんりき
力』『行

ぎょう
力
りき
』とあるように、信じる心は一種の

『力』です。『絶対に、叶
かな
わないわけがない』と『確信』

を奮
ふる
い起こしていけばいくほど、その『信力』の強

さに御本尊が応
こた
えてくださるのです」

　壁
かべ
にぶつかった時こそ、自分の力を信じて題目を

あげながら、一歩ずつ前進していこう。どんなこと
にも負けない自分になるために！


